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「つながる学習」を目指して 

小樽市立高島小学校  校 長  加 藤 達 子 

                  担当者  丹 川 義 之 

 

１ 趣旨・本校のＥＳＤの特徴 

  本校は明治１７年に開校し、平成２５年度に開校１３０周年を迎えた。同時に校区が隣

接する祝津小学校と統合し、「新」高島小学校としてスタートした。かつては鰊漁場として

栄えた祝津・高島地区、新興住宅地へ変貌しつつある赤岩・かもめが丘地区といった様々

な地域が校区である。平成２５年６月にユネスコスクールに認可され、「人権・平和・福祉・

環境」を柱に据え、豊富な自然や地域素材をもとにした「ふるさと教育」を進めている。 

  本校では、実践してきた「生活科」「総合的な学習の時間」の取組をＥＳＤの視点から、

「学習がつながる」～学年がつながる 低・中・高と積み重ねる～、「社会とつながる」～

地域の環境・人・産業とつながる～ことを考え、「つながる」をキーワードとして活動を進

めている。 

 

２ 年間活動計画 
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３ 活動事例 

①  学習が「つながる」 

 今年度は、学習を低・中・高と積み重ねる～学年がつ

ながる～取組として、全学年がつながる学習で学んだこ

とを、他学年に発表したり体験させたりする場を設定し

た。 

②  社会と「つながる」 

■福祉学習と「つながる」 

以前から行われてきた地域の高齢者介護施設への訪問だ

が、今年度は２・５年生が「総合的な学習の時間」で行っ

てきた。 

本校に近い高齢者介護施設「つなぐ」に訪問し、歌を披

露したり、昔の遊びで入所しているお年寄りと交流した。

短い時間であったが、とても喜んでいただいた。また、福

祉体験として、５・６年生で「車いす・高齢者擬似体験」、

５年生で上記介護施設の見学を実施した。 

これらの活動は、「他者を理解し、思いやる心の育成」につながり、地域とつながる

こともできた。 

■ふるさとと「つながる」 

    本校は、統合で広がった校区を生かした「ふるさと学習」を

推進している。各学年が、社会科・理科・生活科・総合的な

学習の時間などで地域素材を活用しながら校区の自然や歴史

を学び、地域について深く考える機会につなげてきた。以下

に２例紹介する。 

  【３年生：シャコ漁の体験】 

    地域の産業であるシャコ漁を漁師さん（全員が本校の保護者）

から教えていただき、シャコを網から外す作業などを体験してき

た。 

  【４年生：博物館や地域に詳しい方々を招いてお話を伺う】 

   児童それぞれが研究しているテーマに合わせて、ワーク

ショップ形式で地域の歴史や自然に詳しい方々からお話

を伺った。 

 

４ 成果と課題 

  今年度は特に「地域とつながる」ことを中心に取り組んできた。地域の人材や教材を発

掘し活用することで、今後の取組への足掛かりを作ること。そして何よりも、児童に身近

な教材の活用は、今後改訂される学習指導要領が目指す「自主的で対話的な深い学び」に

つながると考えたからである。児童が、地域を再発見し、興味を持ち始めたことは大きな

成果であった。今後は国際理解教育や環境教育の面で、地区ユネスコからの積極的な情報

提供や支援に期待したいところである。 


